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1. まえがき 

 

一般財団法人日本電子部品信頼性センター（RCJ）では、自動車電子制御に関わる機能安全規格

ISO 26262:2011「自動車－機能安全」1) 及び基本機能安全規格である IEC 61508:20102)(JIS C 05083)2

～6)等の理解を深めて機能安全活動を効果的に実践するために、平成 25 年度に「電子部品信頼性研

究委員会」を設置した。平成 27 年度においても平成 26 年度に引き続いて、機能安全と電子部品の

故障、故障率等との関係について検討した。 

 

20 世紀の半ばを過ぎて登場した電気・電子・プログラマブル電子（E/E/PE）技術は、製品・シス

テム・プロセスの利便性を著しく向上させたが、同時にそれらの技術上の複雑化が進行した。当初、

E/E/PE 技術は、市場の製品において、安全以外の機能を実現するためにのみ用いられていた。しか

し、20 世紀の終盤には、安全性に関わる機能すなわち安全機能をも実現するために用いられるよう

になった。このような背景によって、機能安全基本規格 IEC 61508(JIS C 0508)は、その開発作業が

1990 年前後から開始され、その初版が 2000 年に、改正第 2 版が 2010 年に発行され現在に至ったの

である 7,8)。 

 

ところで、最近では、アセットマネジメント 9)の観点から、安全機能の遂行によるアセットへ生

ずるネガティブなリスクを制御するための E/E/PE 安全関連技術の開発と実用化が広範囲に進みつ

つある。 

 

例えば、鉄道車両において、その常用停止システムは、車両による衝突潜在危険などを制御する

重要な安全機能を遂行する安全関連系である。常用停止システムによる車両の停止時に、制動機構

が固着して車輪がレール上を滑走すると、車輪の偏摩耗が生ずる。真円でない車輪によるレール打

撃現象により、レール等を著しく劣化・損傷させるというアセットリスクが無視できなくなる。こ

のリスクの制御を企図して、車輪の停止時スライド防止装置が開発実用化されつつある。スライド

防止装置は、車輪のスライドを検出して常用停止システムの制動力を ON-OFF 制御する。このため、

スライド防止装置と常用停止システムとは、機能安全性能上独立性を維持することは困難である。

すなわち、スライド防止装置の故障は、新たな衝突潜在危険/リスクの原因となり得る。 

 

このように、安全機能の遂行によるアセット等へ生ずるネガティブなリスクを制御するために

E/E/PE 安全関連に付加された装置に起因して生ずる潜在危険・リスクを随伴潜在危険/随伴リスク

(Concomitant hazard/risk)という。 

 

随伴潜在危険/リスクとしては、自動運転を行う自動車の制御系に手動運転のための装置を付加

することにより生ずる新たな衝突潜在危険/リスク、逆に、手動運転を行う自動車に自動運転を行う

ための装置を付加することによる新たな衝突潜在危険/リスク、さらに、介護ロボットなど自立制御

が可能なロボットに非常停止など手動操作装置を付加することにより生ずる新たな衝突潜在危険/

リスクなどが典型的な事例としてあげられよう。 

 

現在のところ、いずれの機能安全規格においても、随伴潜在危険/リスクを想定した規格の要求事

項あるいはガイドラインは存在しない。随伴潜在危険/リスクへの要求事項の開発は、機能安全規格

改正の今後の主要な課題として位置づけられよう。 

 

本報告書は、以上のような状況を踏まえ、平成 27 年度の電子部品信頼性研究委員会における検
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討結果をまとめたものである。 
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